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筆者は、2012 年 3 月～ 2013 年４月にかけて、
Ｎ学園において全国に先駆け、通信教育での医
療的ケア基本研修の科目を担当した。「医療的
























































N 学園実務者研修受講生 25 名
































































































































































DVD 視聴回数を 1 ～ 5 回未満、５回～ 10 回
































る 3）。教示する教員が DVD と同じで教員で対
面授業に関わったことも、初めての経験である
受講生にとって、馴染み感があり緊張緩和につ
ながったとの意見もあるなど、相乗効果につな
がったといえる。
胃瘻による経管栄養では、DVD の視聴回数
に有意差を認めたことは、通信教育での実務者
研修の「医療的ケア」の演習のみならず、介護
福祉士養成校での「医療的ケア」の演習の事前
学修として、DVD 視聴は効果的であることを
指示するもの考える。
Ⅶ．おわりに
「医療的ケア」の演習は、口腔内吸引、鼻腔
内吸引、気管カニューレ内吸引、経鼻経管栄養、
胃瘻による経管栄養の５種目において、各一連
の手順を５回以上実施し、５回目以降に全評価
項目が達成できなくては、評価修了とならない。
実務者研修の受講生はすべてが介護現場で実
務に就労しているわけではなく、これから介護
福祉士を目指す受講生もいる。このことは、受
講生の教育背景を重視し、「医療的ケア」を教
示しなくてはならない。DVD 視聴は、手順重
視にならないよう各々の手技の根拠を考える力
や、留意点を考慮して活用すべきである。さら
に、通信課程での実務者研修「医療的ケア」は、
１～２日の演習が多く、演習内容の質の担保は、
実務者研修を実施している事業所や株式会社の
采配によって左右され、１ベットあたりの人数
など、演習内容の質に差があるのが現状である。
１～２日の演習は決して奨励すべきではない
が、社会人また現場で介護職に従事する受講生
が、無理なく、しかも確実に質の担保された「医
療的ケア」を学ぶ環境を提供する、事業者や株
式会社の責任は大きいといえる。
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